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アナログ回路設計現場におけるSpice回路シミュレータの理論と使い方　書籍
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アナログ回路設計現場における
Spice回路シミュレータの理論と使い方

　　　～実践のための解析アルゴリズム理解と具体的応用～

★アナログ電子回路シミュレーションの重要性は年々増大しているにもかかわらず、その使い方のノウハウは伝承されていない！？
★従来の書籍とは異なり「Spice の賢い効率的な使い方ノウハウ」という視点から執筆された、設計現場や関係部署に置いておきたい 1 冊です！
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■本書のポイント
○長年設計者の近くで Spice を実際に様々な目的で使って来
た著者の経験から、
「これはやってはいけない」「パラメータ設定はこう考えま
しょう」
といった現場でのノウハウ・及びその根拠・理由を、理論
をふまえて詳述。

○Spice を使いこなすには避けて通れない、難解なアルゴリズ
ムを例題を通じて理解。
教科書的ではなく、現場でどのようにアルゴリズムが使わ
れているのか、理論と実践を結び付けて解説。

○高速インターフェース・CMOS イメージセンサ等、著者の
経験による各種応用例を掲載。

＊本書のねらい：
　Spice は 1960 年代から研究され、1975 年に Spice2 という 1 つの代名詞が世
に出てから既に 45 年が経過している。EDA（Engineering Design Automation 
或いは Electric DesignAutomation）の世界でも最古のツールといえる。1980
年代頃までは、世界の半導体設計関係の会社では夫々独自に内製 Spice の研究開
発が行われ、日本においても大手半導体メーカーでは、ほぼ全社が自前の Spice
を開発し自社内で使っていた。
　しかし現在では、Spice は海外の市販ツールに駆逐され、自前でツールを開発・
使用しているという話ははほとんど聞かなくなった。それと同時に、特に日本で
は、かつて自前ツールを開発していた研究者の高齢化と共に、より賢い効率的な 
Spice の使い方といったノウハウが失われつつあるが、現在の LSI 設計現場でも 
Spice そのものの重要性はいささかも衰えておらず、むしろ年々増大の一途を辿っ
ているのが現状である。
　これまで Spice にまつわる本は数多く出版されている。それらは大別すると、
①主にアルゴリズムの面から理論を解説する、どちらかというと Spice の研究開
発者向けのもの、②ネットリストの規則やコマンドの説明、実行方法など、どち
らかというと利用マニュアル的なもの、③初心者向けの入門書 が大半であり、そ
のような失われつつある生々しいノウハウを伝えるものは、少なくとも日本語版
では見当たらない。
　本書は、LSI 設計業務に携わっている設計者やそれをサポートする EDA エンジ
ニアを対象に、そのような現場でのノウハウを習得することを念頭に、実践で必
要となる Spice の内部のアルゴリズムとその効率的な使い方を理論と例題を通し
て学び、設計業務に活かして頂きたいとの願いから執筆された。
　長年設計者の近くで Spice を実際に様々な目的で使って来た経験から、「これ
はやってはいけない」「パラメータ設定はこう考えましょう」といったポイント
を押さえて記述されている。
　その理由の説明として、アルゴリズムが現場でどのように実践されているのか
を念頭に解説されている。
　数学的記述の多いアルゴリズムの理論はややハードルが高い面があるが、それ
を知っているのと知らないのでは、Spice の使い方に雲泥の差が出てしまう。
　読者としては、ある程度 Spice の利用経験や知識のある人を想定しているので、
初心者用の使い方の説明や、ネットリスト、コマンドの詳細な説明は行われてお
らず、賢く使うためのエッセンスの方を重視している。
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